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〈要旨〉  
 行動可塑性は、生物がまわりの環境に適応して生存するために必須の役割を果たす。最

も完成されたモデル生物の一つである線虫Ｃ．エレガンスは、他の生物と同様、匂いへの

応答に可塑性（嗅覚可塑性）を示すことがわかっている。最近の研究により、線虫の嗅覚

可塑性は集団の個体群密度に依存し、この制御はフェロモンを介することがわかった。す

なわち、個体が混んでいる環境で育った線虫のみが、一定時間匂いに曝されたときに、匂

いの好みを変化させて匂いから遠ざかる行動を示す。これはよく知られた生存戦略である

個体群密度依存拡散の一種である。さらに、この制御の分子機構についても詳しく解説す

る。 
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